
番号はあらかじめ 0・0・0にセットしてありますのでお好みの番号に設定して下さい。

0 0 0

1 1 1

9 9 9

■ロック本体を落としたりしないでください。故障の原因にな
　る他、床などがキズ付く恐れがあります。
■錠を分解改造しないでください。　
■サッシによっては取り付けできない物があります。
■盗難予防に絶対的なものではありません、事故や犯罪などに
　関する補償はいたしかねます。
■改良の為予告なく仕様変更する場合がありますので予めご了
　承ください。
■その他注意事項等の追加、変更などがありましたら弊社ホー
　ムページにて掲載致しますので、定期的にご閲覧をお願いい
　たします。
■この商品は屋内用に設計されています。
■番号不明による返品はご容赦お願いいたします。

上下兼用サッシ窓用 補助番号錠

シール貼り付け時のご注意

レールの取り外し方

付属の両面テープについて

強力両面テープを貼る強力両面
テープを
貼る

ガラス サッシ枠

このすき間が
5mm以上

お願い

戸の合わさりすき間が5mm以下の
場合はご使用になれません。

必ずご確認ください ●泥棒の侵入が一番多い窓の防犯に。　
●窓を少し開けた状態でロックでき、
   換気に便利。

● 貼り付け面はホコリや水分、油分を取り除き、乾いた状態にしてください。
● 取付時の気温が低い（室温が約15度以下）場合は、ドライヤーで貼り付け面と両面テープを暖めてからレー
　ルを貼り付けてください。

ご使用前には、必ず中面に記入の説明もすべ
てお読みいただき、お読みになった後は大切
に保存し、必要な時にお読みください。

この台紙は二つ折りになっています。

ロック本体：樹脂製、裏板部ステンレス製
レ　ー　ル：ステンレス製
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窓の上枠と下枠の両方に
取り付けると、より安心です。

上下開閉窓にも対応します。

● 両面テープで貼り付けたレールを取り外す場合は、市販の両面テープはがし剤をご使用ください。
● 両面テープはがし剤のご使用は、商品の取扱説明書を良くお読みの上ご使用ください。
● サッシ等を傷つける恐れがありますので金属製のヘラ等は使用しないでください。
● ご使用中におけるサッシ等のキズやトラブル、取り外し時のキズや汚れ、両面テープはがし剤使用による
　変色や傷みなどに関しては一切の責任を負えませんのでご了承ください。

● 両面テープは使用に応じて劣化しますので、定期的に貼り替えをお願いいたします。両面テープが必要な
　場合は、販売店またはメーカーにお問い合わせください。

お 願 い
● 外出される時は必ず窓を締め切った位置でロック本体をセットし、施錠確認の上、外出してください。

施錠・開錠のしかた

暗証番号の変更方法

取り付け方法

レールの溝にロック本体を差し込
み、ダイヤルをランダムに回して
施錠します。

ダイヤルを暗証番号に合わせてレバーを矢印の方向に回して開錠し、
ロック本体を引き抜いてください。

開閉するか確認開閉するか確認

①窓枠のレール取り付け場所にレールを仮当てして、窓が開閉するか確かめます。
②レールのテープ貼り付け面に強力両面テープを貼り付けてください。
③取り付け場所の汚れを取り、レールにロック本体をセットしたまま窓を締め切った位置（上記 図1 参照)で
　強力両面テープのもう一面をはがし、レールを貼り付けます。

①ダイヤルを暗証番号に合わせます。
②ボールペンなどで変更ボタンを押しながら、新しい番号をセットして
　ください。

③設定された番号で開錠できるか確認してください。番号は控えておい
　てください。

図1

当商品の取付は、付属の両面テープで充分な強度が得られる
ように設計しておりますが、木製枠や古く経年変化してきれ
いな平面でない窓枠に取付ける場合は別売りのネジがござい
ますので販売店またはメーカーにお問合せください。

設定番号記入欄※設定する番号をメモしてください。

944415 2065574

No.547B

お好きな番号に設定できる
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施錠

1 2 3

0 1 2
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開錠 ダイヤルレバー

1 2 3

0 1 2

2 3 43 4 5
ダイヤル

変更ボタン
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2 3 43 4 5

ロックしないとき 締め切るとき 換気するとき
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開錠時レバーは定位置（約70度）で止まりますのでそれ以上、力を加えて回さないでください。必要以上に
レバーに負担が掛かると内部部品が破損する恐れがあります。破損した場合、レールから本体が抜けなくな
りますのでご注意ください。

開錠時のご注意

暗証番号の変更中は変更ボタンを押し続けてください。設定途中
でボタンの押す力を緩めると思わぬ番号に設定されてしまいます
のでご注意ください。
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